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近年、細菌や真菌が発生する揮発成分が植物の
バイオマス増大を強化させる事が知られるように
なってきました。このような成分は新たなバイオ
スティミュラント資源として非常に有望と思われ
ます。また我々の観察では、ストレス耐性を付与
することも明らかになってきています。
しかしながら、細菌や真菌の大量増殖系の確立、
また利用する細菌や真菌が土壌や作物、取り扱う
人に及ぼす影響を考えたときに、新たな菌を用い
てゼロから増殖系を確立し、これらの影響を検証
していくことは非常にハードルが高いと言えます。
一方で、食品生産に利用されているきのこ菌床
は確立した菌の増殖系である上に、揮発成分も豊
富であり、非常に優れたバイオスティミュラント
素材になり得るのではないかと考えました。
そこで、市販のえのき・しいたけ菌床を用いて
イネの幼苗を非接触共存培養したところ、主に地
上部において乾燥重量の増大が観察されました。
（図1）今後、様々なきのこ菌床を用いて実験を
進めるとともに、廃菌床についてもその効果を検
討したいと考えています。
新潟県ではきのこ栽培が盛んであり、もし廃菌
床が利用できるならば、バイオスティミュラント
源として非常に有望ではないでしょうか。
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図2  揮発成分によるイネの成長促進の様子
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